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はじめに
　当院にも、手術支援ロボットDa Vinci Xiが導入されま
した。泌尿器科における取り組みを紹介します。
 ロボット手術の歩みとして、他科領域、他疾患に先駆け
て2012年4月、日本で前立腺全摘に対してロボット手術
が保険適応となりました。

ロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘除術
（Robotic  Assisted Radical/Laparoscopic　Prostatec-
tomy:RARP/RALP）
　ロボット手術の特徴として、前立腺手術では、3D映
像、手ぶれ補正による、精度と再現性の高い手術を行え
ることを生かし、以下のような利点があげられます。

・出血が少ない
・がんを完全に取り切れる
・排尿機能や性機能を温存しやすい
・膀胱尿道吻合がしやすい
・開腹手術より創部が小さく、回復が早い
・術者の上達が早い　

既に、泌尿器科医にとって、特別なものではありません。

導入にあたって
麻酔科 宮崎部長の呼びかけで、5月にワーキンググルー

プが結成され、手術室、臨床工学室 各部署の連絡、連携

を行い、ロボット手術の欠点である機械トラブルにも
対応し、安全に運用できるようにしております。
　その中でも、大学病院でロボット手術を経験してき
た若手医師の活躍はとても心強く、順調に準備を進め
ることができ、8月30日時点で3件のRARP/RALPを行う
ことができました。
　また、ロボット自体も、導入や維持するためのコスト
を除けば、現状、当院で導入したDaVinti Xiが最良と思
われます。
　ロボット手術の適応も広がってきており、心臓血管
領域では、僧帽弁閉鎖不全症などが保険適応となりま
した。
　一般の鏡視下手術では、縫合と結紮がやりづらく、視
野が狭い空間の中で精密に縫い合わせたり、糸で縛っ
たりする作業はかなり難易度が高いのですが、ダビン
チ手術では細かい動きを支援するシステムにより、縫
合と結紮が容易にできるとされています。

おわりに
　当科では、骨盤臓器脱治療も積極的に施行しており
ます。
　骨盤臓器脱の症状は、外陰部腫瘤の蝕知、外陰部の
違和感、出血などがあります。膀胱瘤の場合は、尿失
禁、排尿障害、残尿の発生、繰り返す膀胱炎などがあり
ます。
　現時点で、経腟手術、腹腔鏡下仙骨膣固定術を、双
方のメリットを生かし、施行しております。腹腔鏡下仙
骨膣固定術は、縫合と結紮が多い手術なので、ロボッ
ト手術へ移行する予定です。
　また、レーザー導入とともに開始した、経尿道的尿路
結石破砕術は、院内の他科の協力もあり年間100例を
超えております。院外の先生方からも多くのご紹介をい
ただき、大変感謝しております。
　結石手術も、いずれはロボット手術に移行する日が
来るのかと思っております。
　今後とも、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたし
ます。

当院の病院ボランティアが発足して今年で６年目と
なり、正面玄関フロアや受付周辺で、外来患者さんや
ご家族に優しく細やかに対応してくれるガイドボラン
ティアさんは欠かせない存在になってきました。また、
環境美化ボランティアさんは、病院周辺の植え込みや
季節の花々の手入れにより、患者さんやご家族だけで
なく、地域の方々、職員の心も和ませてくれています。

　当院の 1階中庭テラスでの自然を活用したイベント
は、2020 年の病院スローガンのキーワード「治す・支
える・癒やす・活かす」が掲げられたことがきっかけ

でした。自然がいっ
ぱいの中庭テラス
で、「人と出会い・
ふれあう」「動物と
出会い・ふれあう」
「音楽を聴き・楽し
む」ことは、ひと
ときでも、「心を癒
やす」ことに繋が

るのではないだろうかという思いで
継続してきました。

　今年も、4月に「日本の伝統文化お
琴の演奏会」5・6月に「空と緑と動
物とのふれあいフェスタ」同時に「似
顔絵コーナー」「野菜チェック・握力
チェック」等も設置し、喜んでいた
だくことができました。秋から冬にかけては、「ふれあ
いフェスタ」を 3回、ハープ演奏会、12 月はクリスマ
スイベントを予定しております。
　今後も「心を癒す」をテーマとして、様々な手作り
イベントを企画していきたいと思っています。また、
社会貢献の機会と場を
提供し、医療社会活動
室がどなたでも気軽に
親しめる小さなコミュ
ニティスペースになれ
るように努めてまいり
ます。

2024

　似顔絵コーナー 
　刈谷美穂さん
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heartwarming

（左から二番目）志皇会 生田流
 正派邦楽会 大師範 池田雅皇（円 ) さん

山本理事長

河原アイペットワールド専門学校
の皆さんとふれあいフェスタの様子

Da Vinci systemの構成

サージョンコンソール

執刀医が座り、コントローラーを動か
すことで遠隔からアームを動かし、電
気メスも通電させることができます。

ペイシェントカート

患者さんと接続されます。
コンソールの医師が遠隔で操作を行い
4本のアームを用いて手術を行います。

ビジョンカート

搭載された CPUによりシステムを統合
管理します。内視鏡スコープが接続さ
れ、専用電気メスも搭載されます。

【泌尿器科】1列目左から 2番目 尾澤部長（筆者）、
　　　　　  2 列目左から 2番目より佐伯医師、杉原医師
【外科】 1 列目左から 3番目より柚木院長、上平主任部長、水本部長
              2 列目左から 4番目より 友松部長、田村部長

当院では高度急性期医療を支える医療教育を担うた
め 2023 年 12 月に臨床教育室を新設いたしました。
臨床教育室では主に研修・検証・派遣を３つの柱とし
て活動を行います。
　研修に関しては、これまで行ってきた対面講義に加
え、希望する部署への動画配信などを行い、スタッフ
のニーズに沿った研修方法を提供していきます。シ
ミュレーターを使用する実技も、部署単位だけでなく
個人が練習したいタイミングで使用できるシステムを
構築していきます。
　検証では、心停止や低血圧性ショック対応の実症例
について、医療安全管理責任者や認定看護師等の意見
を踏まえながら、対応したスタッフと検証を行います。
「反省会」とするのではなく良かった点もピックアッ
プし、次回更に良い医療を提供できるよう、デブリー
フィングの要素（フィードバックの提供や、振り返り、
ディスカッションなど）を用いるようにしています。
実臨床での検証結果は学会で発表することも促し、若
手スタッフが初めて発表する際の支援もしていく予定
です。
　また当院では昨年、心停止対応 ICLS コースなどに

使用するハイパフォーマンス CPR マネキン、レサア
シアンシミュレーターを購入しました。これらを含む
シミュレーターを使用し、院内で十分な研修環境を整
えるとともに、地域医療機関の研修にも提供していき
たいと考えています。

　臨床教育室の研修では、心停止や低血圧性ショック
からの救命を目指す内容に加え、それらの状態にさせ
ない心停止回避スキルも提供していきたいと考えてい
ます。
　現在は仮の研修室で行っていますが、いずれは設備
が整ったスキルスラボ室の設立を予定しています。試
行錯誤を繰り返しながら、スタッフの知識とスキル向
上を促してい
けるよう力を
尽くしたいと
思います。

臨床教育室新設のご挨拶
臨床教育室 課長　永渕 克弥

研修医の臨床教育室での研修の様子

けっさつ


